
こ の 度、2 月 14
日開会の第 67 回国
体冬季大会『ぎふ清
流国体』に和歌山県
代表として出場して
まいりました。１月
に行われた県予選で
は成年男子Ａの部で

３位通過と自分の中では納得のいく結果ではありませんで
した。そこで、国体では和歌山県代表のトップを目標に滑
りました。結果は 0.5 秒差の２位で目標は達成出来ません
でした。大変残念でしたが次回に向けてのいい励みとなり
ました。オフシーズンのトレーニングの大切さ、技術面・
精神面の向上など今後スキーを続けていく上で自分に足り
ないものが見つかったレースでした。来年はもっともっと
速くなり、和歌山県代表のトップで国体出場を目指したい
と思っています。

また、今回の国体は東日本大震災復興支援大会というテ
ーマを掲げた大会でもありまた。僕自身の滑りが被災者の
方々に元気や笑顔を与えるなんてことはとても出来ません
が、全国から参加した選手の人達と一緒にスキーはとても
楽しいスポーツだとい
うことを全国に発信で
きたと思っています。
僕は今回の東日本大震
災復興支援大会に出場
出来た事に心より感謝
するとともに光栄に思
いました。

2012年 第67回国民体育大会冬季大会

「ぎふ清流国体」出場報告
高野山スキークラブ所属の目黒照
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スキー競技の部（ジャイアントスラローム）和歌山県代表選手として出場しました。

和歌山県代表　成年男子Ａ

目黒　照典
和歌山県代表　成年女子Ａ

西山　曜己
2012 年 2 月 14 日から 17 日に開催

された『ぎふ清流国体』に、スキー競技
の部において和歌山県代表として出場さ
せていただきました。私は大会初日の成
年女子Ａの部で出場し、94 人中 79 位

という納得のいかない結果に終わりました。
今大会、私は上位 30 位以内を目指し、夏場のオフトレーニ

ングから始まり、シーズンに入ってからの雪上トレーニングと
順調に行っていました。しかし大会 1 か月前の練習中に足を骨
折してしまい、なんとか大会 3 日前にはスキーができる状態に
なったものの、自分が思うような滑りができませんでした。今
年こそはきちんとした結果を残そうと自分の中で目標を定めて
進んできたのに、レースのあとには悔しさしかありませんでし
た。

しかし今大会で、今後の課題が見えてきました。レースでの
自分の滑りを振り返って、欠点や改善していかなければならな
いことが明確になりました。その一つとして、シーズン中の雪
上での練習量です。特にポールを使った練習が他府県の選手に
比べて明らかに少ないということがわかりました。

現在私は、大分県の大学に通っています。シーズン中の雪上
での練習量を増やすことは、非常に難しいのですが、少しでも

長くトレーニングができるよう立命館大学スキー
部の代表の方と交渉し、長期休暇を利用したスキ
ー部の合宿に来年度から参加させていただけるこ
とになりました。

今大会では、自己管理が行き届いていなかった
ために、満足のいく結果を残すことができません
でしたが、来年は、今年以上に練習に集中し、再
び国体に挑戦したいと思っています。そして目標
である上位 30 位以内達成を目指して頑張ります。
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平成24年度予算
高野山総合診療所からのお知らせ
介護保険だより

「ポラリス」巡回相談
まちの話題（1月〜3月）
安心安全な町づくり
高野町奨学生を募集します
緊急速報メールの配信を開始します
地域消防の労ねぎらう
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■一般会計の概要

一般会計

特別会計(10)

事業会計(1) 

合　　計 

32億6,800万円

20億8,910万円

3億3,821万円

56億9,531万円

■�予算全体の傾向と政策事業に
ついて

（前年度予算比　３億1,969千円の増額＋5.9％）

歳入について

4月から一年間のお金の使い方をまとめた平成24年度当初予算
が3月議会で承認されました。
一般会計の予算規模は32億 6,800万円となり前年度予算より
8,600 万円（2.7％）の増額予算となりました。特別会計等を含
む高野町全体の予算規模は、56億 9,531万円となり前年度予算
より3億 1,969万円（5.6％）の増額予算となりました。増額と
なった主な要因は、電線類地下埋設事業1億6,000万円（一般会
計）、下水道施設の長寿命化対策支援事業1億 1,500万円（下水
道会計）、過去に高金利で発行された地方債を低金利の地方債に変
更する公営企業借換債1億6,130万円（水道事業会計）となります。
東日本大震災の影響などにより国から地方へ分配される地方交付
税は不透明な状況であり、また長引く不況と人口減少に伴う町税収
入の減額が予想されています。昨年同様に厳しい財政状況に変わり
ありませんが、事業の見直しや無駄を省きながら効果のある新規政
策事業へ転換していくことにより「夢のある」「元気のある」持続
可能なまちづくりを進めていきます。

町に入ってくるお金には、町税をはじめ、国から交付される地
方交付税・国庫支出金、また町債と呼ばれる借入金などがありま
す。町では収入のことを歳入と呼び、一般会計の歳入総額は32
億6,800万円となりました。
高野町の歳入で一番金額が多いものは国から分配される地方
交付税の 17 億 6,000 万円となっており、次いで町税の 3億
6,348万円となっています。
借入金である町債の額は、電線類地下埋設工事や消防本部耐震
工事、災害復旧工事などの影響により、前年度から4,510 万円
（19.5％）増額の2億7,630万円となりました。（うち、地方交
付税の代替財源となる臨時財政対策債は1億 2,500万円となっ
ています。）
また、財源不足を補うための貯金にあたる財政調整基金は、取
り崩すことなく予算編成することができました。
しかしながら高野町は、国や県から交付又は割り当てられるお
金《依存財源》に75.6％頼っており、町が自主的に収納すること
ができるお金《自主財源》をいかに確保していくのかが重要な課
題となっています。

①活力と魅力にあふれたまちづくり事業
●�むらづくり支援事業や過疎集落・再生活性化支援事業等、集落へのき
め細やかな支援。　

●観光客が歩いて楽しめる周遊型観光の創出。
●空き家・空き地の利活用意向調査。

②歴史と文化に調和した世界に誇るまちづくり事業
●�交通のめざすべき姿、施策体系などを取りまとめた高野町総合交通計
画の策定

●中の橋立体駐車場の公衆トイレ改修工事や観光施設の標識整備。
●独自の地域性を活かした修景施設整備への助成。

③住む人すべてにやさしく、環境を考えたまちづくり事業
●�筒香・富貴地区の乗合タクシー運行や、公共交通空白地域のデマンド
タクシー運行など、身近で使いやすい交通手段対策。

●老朽した下水処理施設の長寿命化計画策定と改修・維持管理。
●快適な水環境のための取水施設整備。

④安心安全なまちづくり事業
●町道五ノ室線の電線類地下埋設及び町道修繕工事。
●�災害時の拠点となる高野町消防本部及び高野山総合診療所の耐震補強
化。

●防災力を強化するために自主防災組織活動への助成。

具体的には4つの軸に重点的に配分しています。
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歳出について
町では、支出のことを歳出と呼び、一般会計の歳出総額は、歳入と同じ32億
6,800万円となっています。
歳出の主なものとしては
①議会費　　�議員年金廃止に伴う負担金（1,369万円）
②総務費　　�地域公共交通の確保対策（2,040万円）
　　　　　　�過疎集落の再生と活性化支援事業（2,000万円）
③民生費　　�社会福祉協議会への補助金（1,398万円）、障害者自立支援給付

費（4,000万円）、国民健康保険会計繰出金（4,700万円）、介
護保険会計繰出金（6,770 万円）、後期高齢者医療会計繰出金
（9,000万円）

④衛生費　　�広域ゴミ処理施設運営管理費とゴミの回収運搬委託料（1億
3,728万円）、高野山総合診療所会計繰出金（1億4,000万円）、
下水道会計繰出金（2,600万円）

⑤農林業費　鳥獣害対策事業 (691万円)、林道の維持補修等工事（500万円 )
⑥商工費　　中小企業振興資金（しゃくなげ融資）預託金（1億円）、

中の橋立体駐車場の公衆トイレ改修事業（1,725万円）、
「歩いて楽しい」周遊型観光創造事業 (1,300万円 )

⑦土木費　　町道五ノ室線の電線類地下埋設事業（1億6,000万円）、
町道の橋梁長寿命化修繕計画策定業務（1,500万円）、
紫雲団地の一部取壊し及び整地工事（1,590万円）

⑧消防費　　消防本部耐震補強事業（1,118万円）、
　　　　　　消防救急デジタル無線化事業 (1,062万円 )
⑨教育費　　�町史編纂事業 (1,040 万円 )、学校等の給食調理配達業務委託料

（3,822万円）
⑩災害復旧費　林道の災害復旧工事費 (2,260万円 )
などがあります。
また、財政の健全化を進めてきた結果、借金の返済にあたる公債費は 4億
7,340万円となり、前年度と比較し776万円の減額、率にして1.6％の減とな
りました。
町の未来の姿を見据えた上で将来の負担を軽減しつつ、災害に対する備えや集
落へのきめ細やかな支援、そして魅力と特色のあるまちづくりのために重点の置
いた「夢のある」「元気のある」予算編成となっています。

この表は過去3年における財政調整基金
残高（預金）と町債残高（借金）の推移で
す。財源不足を補うための財政調整基金は
増加しており、また町債は減少しています。
財政は健全化に向かっていますが、今後大
規模な工事や繰出金の増など見込まれ財政
への負担は増えることが予想されます。

（問い合わせ先）
企画財政課☎ 56 － 2932

◆一般会計の基金及び町債の推移
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高野山病院は、4月から「高野山総合診療所」に生まれ変わりました。
病院形態は診療所化されましたが、診療体制については縮小化するのではなく、外来業務の充実、在宅医療（訪問診療・
訪問看護）を提供できる体制に変更し、中身の濃い新たな地域医療・ケアを展開していきます。

総合診療科（内科・外科・小児科）の第 1 診療（予約診療）と第 2 診療（予約外診療）、橋本市民病院からの整形外科、眼科診療
とこれまでと同じ診療体制ですが、町民皆様を支える医療の充実と入院予防を図りますので、引き続き「町民皆様のかかりつけの診
療所」としてご利用願います。

外  来  
診  療

救急患者様には 24 時間体制で対応いたします。緊急な入院については、消防署による転院搬送や転院先が確保できるまでの一時
的なベッドとして 2 床で対応いたします。

救  急  
医  療

国保特定健診、生活習慣病予防健診、社会保険被扶養者特定健診、後期高齢者健診、人間ドック、町の胃がん検診、節目検診とし
て町の肝炎・大腸がん検診等を実施し、住民の皆様の疾病の早期発見と健康管理に努めてまいりますのでご利用願います。

通院が困難な患者様へ主治医の先生等が定期的・計画的な往診をおこない、在宅での療養を支援いたします。
○対　象　者：おひとりで通院が困難な方で診療所が訪問診療の対象者と認めた方。
○訪問診療の流れ
　①ご本人・ご家族からの「訪問診療利用申込書」の提出をお願いします。
　②利用調査のための訪問と決定を行います。
　③訪問医師等の決定と計画の作成をします。
　④訪問診療を開始します。

訪問看護は、病気や障害を持った人が住み慣れた地域やご家庭で、その人らしく療養生活を送れるよう、診療所から看護師が生活
の場へ訪問し、看護ケアを提供し、自立への援助を促し、療養生活を支援するサービスです。
　医療保険・介護保険双方に対応できます。
　○訪問看護の内容：�療養上のお世話、病状の観察、医師の指示による医療処置、医療機器の管理、床ずれ予防・処置、ご家族等へ

の介護支援・相談等。
　○訪問看護の流れ
　　①訪問看護の利用について、主治医やケアマネージャーにご相談願います。
　　　（医療保険の場合は、主治医にご相談願います。）
　　②�主治医が訪問看護の必要性を判断し、介護保険利用の場合はケアマネージャーと連携し、居宅サービス計画に訪問看護を組み

入れてもらいます。（要支援、要介護認定が前提です。）
　　③主治医が訪問看護の指示書を交付します。
　　④診療所からサービス利用調査のための訪問とサービスの説明と同意・契約を行います。
　　⑤訪問看護計画書の作成とサービスを開始します。

健  診  
事  業

訪  問  
診  療

訪  問  
看  護

高野山総合診療所からのお知らせ

曜日
診療科 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

第1診療
（予約診療） 土　生 廣　内

矢　本
土　生 廣　　内

第2診療 矢　本 寒　川 寒　川 土　生（午前）
矢　本（午後）

眼　  科

基　　本 ：毎週木曜日（午後）
受付時間 ： 午後 1 時から午後 3 時まで、午後 2 時から診療します。
　　　　　（診察券入れは午前 7 時から窓口に出しています。）
医　　師 ： 橋本市民病院 部長 金医師、副医長 廣瀬医師が隔週ごとに診療いたします。
　　　　　なお、医師の都合により診療日程が変更される場合があります。( 院内掲示 )

整形外科

基     本：毎週金曜日（午前）
受付時間 ： 午前 8 時 30 分から午前 11 時 30 分までです。

医　　師 ： �橋本市民病院 医長 大
オオタカラ

寶医師、副医長 西山医師が隔週ごとに診療いたします。
　　　　　なお、医師の都合により診療日程が変更される場合があります。( 院内掲示 )

※�県から派遣いただいていました、矢本　真子医師に代わり、4月からは自治医科大学出身の寒川(そうがわ) 浩道医師に診療いただくことになりま
したのでよろしくお願いいたします。

〇外来受付時間等について
　●診察券入れは、午前7時　に窓口に出します。
　●毎月初めに保険証を確認します。
　●�第1診療（予約診療）の方は、予約診療時間前の受付で可能で

す。
　●�診療の予約は、診察時、窓口や電話で可能です。（但し、診療の

前日までに予約が必要です。）
　●�第1診療以外の各診療の受付時間・方法は、従来と変わりはござ

いません。
　●午前の受付は、午前 8時30分から午前11時30分までです。

　●午後の受付は、午後 1時00分から午後 4時00分までです。
　●土曜、日曜、祝日、年末年始は休診とします。
　　（急患の場合は診療します。）
　●�高野山総合診療所では、ＣＴ・電子内視鏡・心エコー・腹部エコ

ーなど各種医療機器の充実を図り、生活習慣病検診・人間ドック
等を実施して、疾病の早期発見と住民の皆様の健康管理に努めて
まいりますので是非ご利用下さい。

[お問合せ先]　高野山総合診療所　事務所　☎56－2911



�　発達障害とは、脳の機能障害が原因といわれ、広汎性発達障害（自閉症、アスペルガー症候群等）、注意欠陥多動性症候群、学
習障害があります。コミュニケーションがとりづらい、落ち着きがない、社会的なマナーが身につきにくいなどの行動は、本人の
努力の無さや親の育て方が原因ではありません。特性を正しく理解し、個々にあった関わりを持つことで様々な力を身に付けるこ
とが可能です。
　和歌山県発達障害者支援センター「ポラリス」では、発達障害の理解、子育て、問題行動など、発達障害に関する様々な相談に
応じており、今年度も橋本市・伊都地域の方を対象に巡回相談を行います。

対　象：発達障害者ご本人やご家族、支援者等
場　所：橋本保健所
日　時：毎月第 3 木曜日
　　　　�（�2012 年 4 月 19 日、5 月 17 日、6 月 21日、7 月

19 日、8 月 16 日、9 月 20 日、10 月 18 日、11
月 15 日、 12 月 20 日、2013 年 1月 17 日、2 月
21日、3 月 21日）

※�相談時間については、午前 10 時～午後 3 時までの間で、1 件 1 時間
です。

申し込み・問い合わせ先：
〒641-0044　和歌山市今福 3-5-41
　　　　　　　愛徳医療福祉センター内

和歌山県発達障害者支援センター「ポラリス」
　　　　　　　　　　　　　☎ 073-413-3200

和歌山県発達障害者支援センター「ポラリス」巡回相談
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介護保険だより 高野町健康推進課

　介護保険法では、3 年に一度地域の高齢者の状況などを踏まえ、介護保険料の見直しを行うこととされています。
本町においても平成 21 年度から平成 23 年度までの介護保険事業の状況と近年の高齢者を取り巻く社会状況等も踏
まえて、地域福祉の向上と新たな地域ケアの構築、介護予防の取り組み等を総合的・計画的に推進するため、高齢者
福祉計画と介護保険事業計画を一体化し、平成 24 年度から平成 26 年度までの 3 年間の「高野町高齢者福祉計画及
び第 5 期介護保険事業計画」として策定しました。
　つきましては、今後も介護給付費の増が予想されるなかで、県下の市町で基準額 5 千円台後半が大半の中、準備基
金の取崩し等、上昇率を抑える措置を施し、平成 24 年度から介護保険料の基準額を月額 4,200 円から 4,970 円に
改定をさせていただくことになりました。今後は介護予防事業をより充実し、高齢者の皆様が安心して自立した生活
が送れるよう取り組んでまいりますので、理解を賜りたくお願い申し上げます。  

［普通徴収］
　介護保険料は、銀行窓口等でお納めいただく手間を省くため、皆様方の年金から天引き（特別徴収）させていただ
いておりますが、年金の年額が 18 万円未満の方は、町からお届けする納付書（6 月に送付致します）により、介護
保険料をお納めいただきます。（口座振替も利用できます）。
但し、次の場合も普通徴収により保険料をお納めいただきます。 

○年度の途中で 65 歳になったとき（65 歳の誕生日の前日の属する月の分から）。  
○年度の途中で他の市町村から転入してきたとき。   
○年度の途中で保険料額が変更となったとき  などの場合があります。
　上記の中で特別徴収に該当される方は、翌年の 4 月または 10 月から特別徴収に変わります。

お問合せ先 ＜高野町健康推進課 福祉係（介護保険）＞【☎ 56 － 3000 内線 131】
※保険料額は、平成 23 年中の皆様の収入額に応じ、6 月に決定されます。上記計算式で計算した後、100 円未満の端数を切り捨てます。

★第1号被保険者（65歳以上の方）の介護保険料改定について

平成24年度介護保険料額（ 基準額 月4,970円 ）
保険料段階 対 象 者 保 険 料 年 額（円）

第1段階 生活保護受給者および世帯全員が町民税非課税で老齢福
祉年金を受けている人 基準額× 12 × 0.5 29,820

第2段階 世帯全員町民税非課税で前年の合計所得金額＋課税年金
収入額が 80 万円以下の人 基準額× 12 × 0.55 32,802

第3段階 世帯全員が町民税非課税であって、所得段階第 2 段階以
外の人 基準額× 12 × 0.75 44,730

第4段階

本人は町民税非課税で前年の合計所得金額＋課税年金収入
額が 80 万円以下の人 基準額× 12 × 0.91 54,272

本人は町民税非課税で上記以外 基準額× 12 59,640

第5段階 本人が町民税課税で前年の合計所得金額が
190 万円未満の人 基準額× 12 × 1.25 74,550

第6段階 本人が町民税課税で前年の合計所得金額が
190 万円以上の人 基準額× 12 × 1.5 89,460
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１/９

新春恒例の高野町消防出初式が関係者多
数参加の下、高野町中央公民館で開かれま
した。出初式は消防職・団員の士気を高め、
町消防の全容を広く町民の皆様に公開し、
消防に対する認識と信頼を高めることを目
的に開かれています。式典終了後には、金
剛峯寺前駐車場において、消防職・団員に
よる分列行進等が行われました。

実行委員とサポーターとが主体となり、温もりの
ある手作りの『成人式』が高野町中央公民館で行わ
れ、華やかな晴れ着姿の新成人たちは、久々に会う
友人達と笑顔で新たな門出を迎えました。

今年度新成人となるのは 46 名、その内成人式に
参加したのは 27 名。新成人たちは、大きな夢と希
望を胸に、大人への第一歩を踏み出しました。

高野山壇上伽藍にある国宝『不動堂』から出火し
たという想定のもと、文化財防火訓練が行われまし
た。消防団や金剛峯寺寺領消防隊、消防職員らが蓮
池から一斉放水を行いました。高野町の文化財は木
等で作られたものが多く、一度火が点くと大きな被
害になることが予測されます。大切な財産である文
化財をみんなで守り、後世に伝えましょう。

文化財防火デーの制定は、昭和24年1月26日に、
現存する世界最古の木造建造物である法隆寺（奈良
県斑鳩町）の金堂が炎上し、壁画が焼損したことを
契機としています。

この事件は国民に強い衝撃を与え、火災など災害
による文化財保護の危機を深く憂慮する世論が高ま
り、翌昭和 25 年に文化財保護の統括的法律として
文化財保護法が制定されました。その後、昭和 29
年 11 月 3 日に法隆寺金堂の修理事業が竣工し、文
化財保護行政も確立するとともに、文化財保護思想
の一層の強化徹底を図るために普及啓発事業が行わ
れるようになりました。その一環として、法隆寺金
堂の焼損した日であること、1・2 月が 1 年のうち
で最も火災が発生しやすい時期であることから、昭
和 30 年に、当時の文化財保護委員会（現在の文化庁）
と国家消防本部（現在の消防庁）が 1 月 26 日を「文
化財防火デー」と定めました。

高 野 町 と
社 会 福 祉 法
人 高 野 町 社
会 福 祉 協 議
会 は『 高 野
町 災 害 ボ ラ
ン テ ィ ア セ
ン タ ー の 設
置 等 に 関 す

る協定』を締結しました。
この協定は、災害発生時に災害ボランティアの受

け入れや派遣等、災害ボランティア活動の全般的な
受け皿として機能するためのものです。

夢と希望に胸躍らせ
　～高野町成人式～

災害時のボランティア
センター設置等に関する

協定を締結

火災からみんなで
　　　　守ろう文化財！！

～第57回文化財防火デー～

１/９

１/19

１/26

高野町消防出初式！

文化財防火デーとは…
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恒例の高野山小学校雪上運動会が、高野山小学校
運動場で行われました。1 月の雪が積もった日に、
全校児童が参加し、行われます。この日は、そりリ
レーや綱引き、雪上リレーなどが行われました。児
童らは寒さを物ともせず、ほっぺを真っ赤にしなが
ら、雪上運動会を楽しみました。

今年で 11 回目を迎える『和歌山県市町村対抗ジ
ュニア駅伝競走大会』が和歌山市で開催されまし
た。高野町チームは、冬場の練習は積雪等により、
満足に出来ず、室内練習を余儀なくされました。そ
んな中、限られた人数、限られた時間で一生懸命に
チーム一丸となりみんなで取り組みました。小学 5
年生から中学 3 年生までの 10 名 10 区間で競われ、
昨年の高野町チームの記録を 1 秒でも縮め、順位
も一つでもあげようと選手一人ひとりが必死でタス
キをつなぎました。しかし、順位は昨年を上回るこ
とができませんでしたが、タイムでは約 1 分縮め
ることができました。走った選手も控えの選手も心
をひとつにし、みんなで頑張りました。来年も、高
野町チームの頑張りに期待します。

高野山に春を呼ぶ恒例の『高野の火まつり』が、
金剛峯寺前駐車場で行われました。

小雨降りしきる中、沢山の方々がお参りされ、高
野山の霊場開きと招福厄除を祈願する柴燈大護摩
供（さいと
うおおごま
く）等が行
わ れ ま し
た。

高野町内の各学校で卒業式が行われ、卒業生達はそれぞれ
沢山の思い出を胸に、慣れ親しんだ学び舎を巣立ちました。

《卒業生数》
　 9 日　高野山中学校　　16 名

19 日 富貴中学校　　　 1 名
　   〃  　高野山小学校　　15 名
　   〃  　花坂小学校　　　 1 名

昨年 10 月に発足した高野山大学防犯ボランティ
アは、街頭における啓発活動や、年末・年始特別警
戒期間中に、雪が降りしきる中での夜間パトロール
など、高野山内を中心に自主防犯活動を実施してい
ます。この度、和歌山県警察委嘱の高野山大学防犯
ボランティアに対して、関係者出席の下、高野町か
ら腕章等を交付し、高野山内における自主防犯活動
の活性化や、住民の方の防犯に対する意識高揚を目
指すため、執り行われました。

また、町予算による和歌山県警察委嘱防犯ボラン
ティアに対する、腕章等の作製は県下初となります。

お山に春を呼ぶ
高野の火まつり

町内各小中学校で卒業式

2/19

3/4

3月

１/30

１/26
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地域消防の労ねぎらう

　町では、災害に備え、特に緊急性の高い災害
情報をいち早く、多くの皆様に伝達できるよう、
NTT ドコモと au が提供する緊急速報メールを導
入します。
　新たな費用負担や事前のメールアドレスを登録
することなく受信できます。
配信範囲　高野町内
配信情報　�緊急性の高い災害・避難情報に限定さ

れます。
受信できる携帯電話　NTT ドコモ・au
※�利用するために、あらかじめ携帯電話での受信

設定が必要な機種があります。
※�対応機種や受信設定について、不明な点は、各

携帯電話会社のホームページ等でご確認くださ
い。

※�今後、他の携帯電話会社から同様のサービスが提
供された場合は順次取り入れていく予定です。

【お問い合わせ先】総務課　災害対策推進室
☎ 56 － 3000（内線 102）

　地域の消防活動に功労のあった消防団員や職員らをたたえる平
成 23 年度和歌山県消防功労者定例表彰式（県並びに県消防協会主
催）が去る 3 月 28 日、和歌山市民会館小ホールであり、17 団体、
418 人が表彰状を受けるなどしました。
　当町からは、永年に亘り消防活動に従事し、その勤務成績が優
秀で他の模範と認められる消防団員として、副団長である西本憲
茂氏に和歌山県知事から永年勤続功労章が、又、消防の使命達成
のため自分の労苦を顧みることなく、全力を尽くした功績顕著な
者として第 1 分団長の岩本雅和氏と第 3 分団長の泉平和廣氏に和
歌山県消防協会総裁から功績章が授与されました。

交通安全のための取り組み
　高野町では、高野山を訪れる人も住んでいる人も、誰もが安全に安心して歩くことがで
き、また自動車も快適に走行できる安全で快適な交通環境を実現するための取り組みを行
なっています。
　このような交通環境実現のためには、交通バリアフリー対策、歩道の整備、駐車場の整
備などのハード事業はもちろん、交通マナーの向上や心のバリアフリー化などのソフト事
業にも積極的に取り組む必要があります。
　今後とも、住民の皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。
歩行者の安全を守るため違法駐車をなくしましょう

　高野山内の道路は、中心部のおもて通り（国道 480 号線・
371 号線）の南側を除き駐車禁止になっています。
　駐車禁止されていない道路でも、交差点や横断歩道及びその前後 5 メートル以内、運行
中のバス停の 10 メートル以内などは、駐車も停車もできない場所になっています。
　また、歩道に乗り上げての駐停車や、路側帯を塞ぐような駐停車（路側の白線の外側に
75cm 以上の余地がなくなる駐停車）は、駐停車の理由や時間を問わず駐停車方法の違反
となります。
　違法な路上駐車は、本来の道路の機能を低下させ、自動車通行の支障になるだけでなく、
歩行者が安全に安心して歩くことができなくなります。
違法な路上駐車は絶対にやめましょう。

　高野山中心部の駐車禁止になっていない場所は、荷物の積み下
ろしや、買い物客の利便性を考え、特別に駐車禁止されていない区間です。
　しかし、駐車禁止でないからといって長時間にわたり駐車場代わりに駐車し占用してし
まうことは、この目的に反するだけでなく、車庫法（自動車の保管場所の確保等に関する
法律）により処罰されます。
★�自動車の保管場所の確保等に関する法律第 11 条で、道路を自動車の車庫がわりに使用

することが禁止されています。
　安全で快適な交通環境を実現するため、法律やマナーを守りましょう。

高野町総務課・橋本警察署高野幹部交番

　高野町では、平成 24 年度の奨学生を募集します。希
望者は、願書等の関係書類を添えて期間内にお申し込み
ください。（関係書類は、高野町教育委員会に用意して
います。）

1　対象……………

2　採用人員………
3　資格……………

4　奨学金…………

5　入学準備金……

6　返済有無………
7　返済期間………

8　申込期間………
9　問い合わせ先…

平成 24 年度高校・短大・国の認可
を受けた専門学校・大学・大学院合
格者で高野町立小中学校を卒業した
方
2 ～ 3 名程度（予定）
学力資質が極めて優秀であり、学資
の支弁が困難と認められる者

（高野町奨学金貸与規則第二条）
高校　　　　　　月額　1 万円
短大・専門学校　月額　2 万円
大学・大学院　　月額　2 万 5 千円

（一年間単位で貸与可）
高校生　　5 万円
短大・専門学校生　10 万円
大学・大学院生　　10 万円
有り
卒業後一年経過した翌日より 6 ヶ年
の期限内
平成 24 年 6 月 29日（金）まで
高野町教育委員会
☎ 0736-56-3050

高野町奨学生を募集します

違法駐車はやめましょう

路上への駐車について


